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論文抄読 

１．概要 

本研究は、宿泊施設におけるバリアフリー情報の提供状況と客室の実態を把握し、課題を明らかにすることを

目的とする。調査の結果、バリアフリー客室の有無を明示している施設は全体の 25％にとどまり、情報提供が

不十分であることが判明した。また、バリアフリー客室の面積はツインルームより平均で 7㎡広い傾向がみら

れた。 

２．方法 

外出支援専門員へのヒアリングと、N市のホテル 183施設・T市の旅館 64施設の公式サイト調査を行った。 

外出支援専門員に対しては、当事者が宿泊の際、事前に必要とする施設情報について尋ね、調査対象である市

の選定については観光依存度や発展性を考慮した。 

３．結果 

バリアフリー客室の情報を公式サイトで公表しているホテルは全体の約 25％にとどまり、必要な情報（寸法・

段差・共用部の動線等）も不十分であった。バリアフリー客室の面積は通常より平均 7.5 ㎡広いが、根本的な

普及には新築時からの計画的整備が必要である。旅館では公表率がさらに低く、建築的制約が課題である一方、

詳細情報を提供する施設も存在し、今後の展開への期待が推察される。 

４．結論 

本研究は、宿泊施設のバリアフリー情報が十分に提供されていない現状を明らかにした。障害者の選択肢を広

げるには、まず客室有無の明示、画像・寸法など具体的情報の提示が求められる。 

 


